
国立大学法人 総合研究大学院大学・葉山高等研究センター(HCAS)  

研究プロジェクト（人間生命科学） 

「ヒトの個体発生の特異性に関する総合的研究」 
              

国際コロキウム・公開講演会  
共催：日本人類学会、日本成長学会、日本子ども学会 

 

「ヒトの成長パターンと言語能力の進化」 
“Evolution of Human Growth Patterns and the Ability for Language” 

 

2006 年 10 月 28 日（土） 
13：00~17：30 

東京大学（本郷キャンパス） 理学部 1 号館 
小柴ホール 

東京都文京区本郷７‐３‐１ 

 

   

 

 
                                

 
 

 
 

 
 

15:10~15:3 0 休憩 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
定員/ 先着 150 名 

申し込み/ 右記 E-mail または Fax にて 

お名前、連絡先をお知らせください。 

その他/ 懇親会は学士会分館（本郷）にて。 

有料になります。 

 

 

総合研究大学院大学 葉山高等研究センター 

〒240‐0193 

神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村） 

E-mail: inada_syouko@soken.ac.jp 

Fax: 046-858-1544  担当：稲田 

 

連絡先 

同時通訳付き 
入場無料 

プログラム（第一部）（司会：颯田葉子） 

13:00~13:15 開会挨拶：高畑尚之（プロジェクト・リーダー） 
13:15~13:45 趣旨解説：尾本恵市（課題代表者） 
13:50~15:10（80 分）基調講演： 

バリー・ボーギン教授（アメリカ・ミシガン大学 Dearborn 校）  

 「言語と生活史：ヒトの言語の発達と進化への新たな視点」 
Prof. Barry A. Bogin（Univ. Michigan-Dearborn）： 

“Language and Life History: A New Perspective on the Development and Evolution” 

プログラム（第二部）（総合討論）（司会：尾本恵市） 
15:30~17:10  関連分野からのコメント(各 20 分) 

浜田穣（京都大・霊長研・形態進化分野）「チンパンジーとヒトの成長パターンの比較」 

野村泰幸（大阪外国語大・外国語学部）「言語が生物学と出会うとき」 

安藤寿康（慶応義塾大・人間関係学系）「ヒトの心身発達への遺伝的影響：ふたご研究から」 

入來篤史（理研・脳科学総合研究センター）「道具を使うサルの脳に宿る人間知性の萌芽」 

宮尾益知（国立成育医療センター・発達心理科）「自閉症にみる社会性欠損‐心と脳の発達」 

17:10~17:30  総合討論（まとめ） 


